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事 後 評 価 調 書 ( 案 ) 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 道路事業 

地 区 名 主要地方道半田
は ん だ

常滑
とこなめ

線 

事業箇所 愛知県半田市新浜町
しんはまちょう

～有楽町
ゆうらくちょう

事業の 

あらまし 

主要地方道半田常滑線は、半田市を起点とし、知多半島中央部を横断して常滑市に至る路線であ

り、一般国道247号成岩立体、主要地方道半田南知多線の4車線化事業と連携して、西三河地域か

ら中部国際空港に至るネットワークを形成し、あわせて半田市内の渋滞を解消するものである。ま

た、第1次緊急輸送道路として位置づけられ、防災上重要な路線でもある。 

当該事業区間の西側に位置する一般国道 247 号と名鉄河和線との踏切では、慢性的に渋滞が発生し

ているなど、物流や人の交流の点で地域の課題となっている。 

このため、「モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤の整備」「渋滞のないスムース

な移動空間の提供」「地震減災対策の推進」を主な目的として、半田市街地の踏切渋滞の緩和を図

り、知多地域と西三河地域を結ぶネットワークを形成するため、主要地方道半田常滑線を整備した

ものである。  

事業目標 

【達成（主要）目標】 

（1）モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤の整備 

（2）渋滞のないスムースな移動空間の提供 

（3）地震減災対策の推進 

【副次目標】 

 － 

事 業 費 
事業費 内訳 

94.0億円 ■工事費 58.5 億円、■用補費 26.3億円、■その他 9.2 億円 

事業期間 採択年度 平成18年度 着工年度 平成 19年度 完成年度 平成 25年度

事業内容 

現道拡幅事業･橋りょう整備事業  

延長：L=1.4km（うち橋りょう部：右折立体L=306m、成岩高架橋L=360m） 

車線数：4車線･2車線、幅員：W=30m･12m（H25 供用） 

Ⅱ 評価 
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①
事
業
目
標
の
達
成
状
況

1) 主 要 目

標 の 達

成状況 

【達成状況】 

（1）モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤の整備 

・事業区間を利用する企業へのアンケート調査を実施した結果、本事業の整備について約

61％が満足しているとの回答を得た。また、満足していると回答した約 68％が「走行時

間が短縮された」と感じているとの回答を得た。

（2）渋滞のないスムースな移動空間の提供 

・整備前の通行ルートである一般県道衣浦西港線の交通量は約 38％減少し、踏切を通過し

ないルートが確立された。 

  交通量：5,566台/日（H17センサス値）→3,466 台/日（H27センサス値） 

  踏切箇所：2箇所（整備前）→踏切なし（整備後） 

・本事業により、瑞穂町東交差点から知多半島道路半田IC間の所要時間が短縮された。 

  所要時間：14分（整備前ルート）→11分 30秒（整備後ルート） 

   ※所要時間はH17・H27センサス値より算出 

  実走時間：17分 42秒（整備前ルート）→11分 5秒（整備後ルート） 

・本事業区間の交通量は16,533/日（H27センサス値）となった。 

（3）地震減災対策の推進 

 ・本事業により、第1次緊急輸送道路として位置づけられ、緊急時の輸送能力が向上した。

また、成岩高架橋の歩道部が半田市防災計画の津波高潮時の緊急避難場所として位置づけ

られ、災害時の避難場所が確保された。 

・消防署へヒアリングを実施した結果「半田常滑線が整備されたことにより、周辺道路も含

めて従前に比べて交通の流れが良くなったことで、救急活動時の時間が短縮された」との

回答を得た。 

【達成状況に対する評価】 

本事業により、モノづくりを支え、国際競争力を高める広域交通基盤や渋滞のないスムー

スな移動空間、地震減災対策の強化が図られ、事業目標は達成している。

2) 副 次 目

標 の 達

成状況 

【達成状況】 

 － 

【達成状況に対する評価】 

 － 
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②
事
業
効
果
の
発
現
状
況

【費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化】 

事業採択時

（H18） 

実績 

（H30） 
備考 

事業期間 H19～H25 H19～H25  

事業費 

（億円）

工事費 39.0 58.5 

用地補償費 21.0 26.3 

その他 5.0 9.2

合計 65.0 94.0 +29.0 

効果の 

算定要因

交通量 

（台/日）

衣浦西港線 5,566 3,466

事業採択時：H17センサス

実績：H27センサス 

事業区間 ― 16,533 

瑞穂町東交

差点 ～ 

知多半島道

路半田IC

走行距離 5.7km 4.4km

混雑時 

所要時間 
14分 11分 30秒

実走 

所要時間 
─

17分 42秒

11分 5秒

上段：整備前ルート 

下段：整備後ルート 

【事業期間に対する評価】 

・計画通り事業を完了した。 

【事業費に対する評価】 

 ・成岩高架橋の施工において、鉄道事業者との施工協議により、線路との離隔を当初の想

定よりも確保する必要があり、大型重機への変更やそれを支える構台及び杭打ち補強が

必要となったため、費用増となった。また、それに伴い近接する精密機械工場への振動

対策も必要となり、低振動の工法を採用したため、費用増となった。 

・成岩高架橋と右折立体間の盛土を施工するにあたり、用地取得後に地質調査をしたとこ

ろ、軟弱地盤であることが判明し、地盤改良が必要となったため、費用増となった。 

・用地補償について、対象の物件調査を行ったところ、当初の想定よりも物件補償費が必

要となったため、費用増となった。 

・以上３つが主な増額要因であり、当初段階で想定が困難な事案についてはやむを得ない

ものの、鉄道事業者との施工協議については、より綿密に事前協議をすべきであったと

判断する。 

【効果の算定要因に対する評価】 

・本事業により、瑞穂町東交差点から知多半島道路半田IC間で踏切を通過しないアクセスが

可能となり、所要時間が短縮されていることから、本事業は一定の効果があったと判断す

る。 

③事業実施によ

る環境の変化 

・本事業により、鉄道との交差部において、踏切を通過しないアクセスが可能となったことで、

半田市中心部の交通環境は改善されたものと判断する。 

・第 1次緊急輸送道路としての機能強化が図られたとともに、津波高潮時の緊急避難場所が確

保された。 

Ⅲ 対応方針（案）

今後の事後評価

の必要性 
・事業目標に対して目的を達成しており、今後の事後評価の必要性はない。 

改善措置の 

必要性 

・事業目標に対する効果が十分に発現しており、新たな課題も見られないため、改善措置 

の必要性はない。 

同種事業に 

反映すべき事項

・本事業では、鉄道事業者との施工協議により施工方法が変更となり、それに伴い近接する精

密機械工場への振動対策も必要になったことから、大幅に事業費が増加した。したがって、

当該事業のように鉄道事業者との施工協議を要する場合には、より綿密に事前協議を行って

おく必要がある。 
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Ⅳ 事業評価監視委員会の意見

Ⅴ 対応方針


